




して興味を持つことができた。

•今後研修を控えているメンバーにも福井を勧めたいと思う。

·Ns、Rt、事務員、救命士の人など他職種とのグルー プワ ー ク等も広い視野で考えられるようになった。

・脱衣で90％除染できること、 緊急時には頭を柔らかくして大きな視野で考えること、 ケンカせずチ
ームワ ー クで乗り切ることが大切だということが残っています！ ！

•今までしっかりと学ぶことがなかったので、この研修を受けて、自施設で情報共有してスタッフみん

なが新しい、 同じ知識が持てるようにしていきたい。

．机上演習の回答例が欲しかった。 （話を聞いてるとメモできなかったので）

・同県の他の施設の訓練を見学したいと思った。

・密度の濃い研修だった。
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アドバイザー・オブザーバーご意見

・デモンストレーションを行いながら、受講生も一緒に着
脱を行っていく。時間は３０分とする。
・実習７ではホットで実習する受講生のみ更衣を行う。講
師の人数を増やし、放射線技師を１名配置する。
・フェイスシールドは外側配置とする。

・自分の養生したところがどうだったか振り返るため、養
生する場所と実習７とを同じ場所にする。
・各講師に養生が終わった後に、実習の振り返りを行って
もらう。
・放射線技師を各ブースに１人は配置し、線量計の養生を
行う時にアドバイスを行う。

・時間が超過する為、拭き取り除染は説明のみとし、脱
衣、創傷部の除染に時間をかけることとする。
・１グループ２名の講師を３名に増やす。
・電気係を決めておく。

・実習６はメイン講師以外は放射線技師をサブ講師として
十分な対応をする。

実習６

・時間表では講師の医師は3名だったが、1名だけだっ
た。講師陣に時間表など資料は配布しているが、事前
に講師に念押しが必要だった。

実習５

・講師の防護服の着脱のデモの後に、受講生には着装
後すぐ実習７を行ってもらったが、時間がなくAグルー
プは脱衣を行えなかった。
・B・Cグループは実習７の時間を短めにして、脱衣の
体験を行うことができた。
・実習３と７を組み合わせず、実習３だけで防護服の
着脱を確実に指導する必要がある。

・3グループとも、全体的にホットゾーンの養生が小さ
かった。
・ストレッチャーにビニールシートを敷かず、ろ紙の
み敷いているグループがいた。間違いではないが、ビ
ニールシートを敷いてからの方法を講師がアドバイス
できるとよかった。
・各グループの養生の意図の確認と振り返りを全体で
行えると良いと感じた。
・線量計に段ボールの蓋をつけたまま養生をしたり、
作動確認をしていないまま養生した受講生がいたよう
だ。

・拭き取り除染と、人形の脱衣、水除染とたくさん盛
り込んだため、50分では時間が短かった。
・ペアになって拭き取り除染をするのではなく、人形
で拭き取りも水除染もする、もしくは拭き取りは説明
のみにすると時間に余裕ができると思う。
・スタッフの人数が少ない為、講師の人数を増やして1
グループ2名の講師を配置しても良いかもしれない。
・電気係が必要(ブラックライトを使うときに部屋の照
明を消すなど）。

実習３

実習４

第1回中核人材研修（福井大学）　R5.12.18～20　振り返りのまとめ

講義

・会場が狭かった。
・受講生がオブザーバーの席に着席していた事もあ
り、机上札を設けるか案内を口頭だけでなく、座席ま
で行うなど検討をしても良いかもしれない。

実習１

実習２

・技師以外の受講生からは難しいという意見があっ
た。

・WBCの車内が狭く、予定していた技師が入れなかっ
た。
・WBCの後の講義会場にサブ講師の技師がいなかった。
WBCの車内に入れなくても、講義会場には参加するよう
技師に声かけが必要だった。
・WBCを返却前には忘れ物の確認を行う。
・今回はクロックスを履いてもらい、ピタパシーツを
床に敷いて対応したが、2月は雪もありどうするか検討
が必要。

スタッフ振り返り・意見 話し合った内容・改善点

・会場については、2月は白扇会ホール（広い会場）で行
うこととする。
・オブザーバーと受講生のテーブル間隔をとり分かり易く
する。
・2月の「講義5」は標準テキストのみ使用する。
・今後、標準テキストに追加する場合は、「追加スライ
ド」等の明記や追加資料として別ファイルにする等工夫す
る。

・実習内容的に仕方のない面もあり。各テーブルに協力員
を配置しその協力員がフォローをしていく。

・WBC講義時にはサブ講師の技師が１名は会場にいるよう
にする。
・２月ももし雪が振った場合も、除雪してピタパシーツを
敷いて対応をおこなっていく方向。

・受講生全員が参加できており、雰囲気も良
かったと思います。
・実習内容としては時間が短いが、前半の皮
膚除染を無くせば時間内に終了できると思わ
れます。
・脱衣、除染による汚染の広がりを視覚的に
確認してもらうことが実習の目的でもありま
す。皮膚除染に時間をかけるより、脱衣、創
傷部の除染に時間をかけ、除染後の汚染の飛
び散り、汚染検査次には周辺のシートや吸水
シートを取り除く必要性を理解してもらう方
が良いと思われます。

・汚染付着の可能性を想定したほうがいい。
コードが人形に触れていても平気な感じで実
習が進んでいた。
・サーベイメータの時定数が誤っていたり、
測定が速かったりと、ファシリテータの細か
い指摘をお願いします。

【講義１】
経験に基づく内容も含まれ分かりやすかった
です。
【講義４】
スライドP15　眼の水晶体の線量評価　算定方
法について3mm線量等量が追加されていますの
で、補足をお願いいたします。
【講義５】
配布資料に御注意ください。使用するスライ
ドは量研が作成したものであり、スライドを
追加する場合は「追加スライド」等明記する
など、安全規制研究で作成されたものではな
い旨の明示をお願いいたします。配布資料に
ついては、特に御注意ください。

・病院でつかうX線が0.5mmの鉛で十分遮蔽で
きると説明されていた。散乱線についての事
で誤解されてしまうと感じました。
・スキャニングスピードの違いによる針・数
値の動きの違いは距離を一定にとること強調
していた方がより分かりやすいと思われま
す。
・スライドの測定器文字盤のイラストが見や
すかったです。

・少し時間が短った様に感じました。
・デモンストレーションのみではなく、防護
装備の着脱を実際に経験してもらうことも重
要であると思われます。
・実習7で防護装備の着脱に時間がかかってい
たのはこの実習でデモのみだったことも原因
ではないでしょうか。

・講義がなかったように記憶してます。3班が
それぞれのやり方で実施していたので最低限
のやり方は教えた方がよいと感じました。
・ホットゾーンとコールドゾーンのとり扱い
が受講生にうまく伝わっていないように感じ
ました。
・各部屋の養生は適当であるが、その後の実
習で異なるグループが養生した部屋を使用す
るのであれば、各部屋の養生のポイントなど
を簡単に説明してもらうとその後の実習で汚
染と非汚染のエリア設定などが分かりやすく
なると思われます。



アドバイザー・オブザーバーご意見スタッフ振り返り・意見 話し合った内容・改善点

机上演習

・最後の野菜の設問、流通規制がかかってい
る食物、傾聴・同意しつつも今後は食べない
ように説明すると結んだ方がよい。受講者は
安全なので食べてよいと納得している様子を
受けました。
・小淵先生のスムーズな進行でわかりやす
かったです。
・養生などの実習の前なので、受け入れ準備
に必要な項目が十分に理解されていない受講
者もいるのではないかと思われます。
なお、最後の設問9については、量研では外し
ています。

その他、研
修全体を通
しての感想

・受講者に好きにやらせる指導方法のようで
したが、後から言葉で修正しても身体でやっ
たことの方が記憶として残ると思っていま
す。正しいやり方を身体で覚えさせた方がよ
いのではと感じています。
・第１回の中核人材研修開催お疲れ様でし
た。全体的に受講生に満足いただけたのでは
ないでしょうか。振り返りを元に次回の研修
につなげていただけますと幸甚です。どうぞ
よろしくお願いいたします。
・これまでの被ばく医療研修の経験があるこ
とから、非常に充実した研修を提供されてい
たと思います。
・今後は、高度被ばく医療支援センターとし
てWBCが設置され、バイオアッセイや染色体分
析なども自施設で提供できるようになるの
で、これらの線量評価についても支援する側
として研修に取り入れていくことも今後の課
題だと思われます。

・自分の養生したところがどうだったか振り返るため、養
生する場所と実習７とを同じ場所にする。
・受講生の名前のところに職種を病院の名札のように棒線
で色分けで入れていくか、台紙の色を変更する。
・講師の役割も明確化していく。
・講師用の虎の巻を小淵センター長が作成する。
・２月の症例数は２事例としホットとコールドチームのみ
とする。
・１事例目ホットを行った場合は２事例目はコールド対応
にするように役割を変更する。

・２回目の研修は、その時その時で助言を入れてあげ、受
講生の理解を深める。
・他のセンターの研修でも、実習中にインストラクターの
方に助言してもらった事が勉強になる。
・実習が予定通りに進まず遅れると、終わりの時刻（交通
機関）にも影響が出るため、次回からは福井駅と病院間の
受講生の送迎車を検討する。

実習７

・１つずつ事例を行ったため、受講生や講師、オブ
ザーバーなど、全員が1つの部屋に集まったため、密度
が高かった。
・受講生がどのグループか分かりにくかった。次回は
事例を並列に行って人員を分散させるか、受講生にビ
ブスを着けてもらうなどして役割を明確にしたい。
・指揮命令のグループは結局1人か2人が指揮命令をし
ていて、他のメンバーはホワイトボードの前で固まっ
ているイメージがあった。指揮命令のグループの中で
誰が指揮命令者で、だれがコールドかを最初に決めて
おくとよかった。

・自分たちが養生していないエリアで医療処
置をさせた。養生の広さ・程度の反省が出来
ないと感じました。
・全体的に時間が短かった様です。
・準備に時間を取られていたので、もう少し
講師が横について指導しながら準備、PPE装着
をしても良いのではないでしょうか。
・3例目の想定は汚染があっても緊急性の高い
病態であればそちらの処置、治療を優先する
シナリオの方がわかりやすかったと思われま
す。
・1例目、２例目の汚染、非汚染（Hotと
Cold）のエリア設定が曖昧で非汚染の対応者
が患者搬入経路を歩き回っていた。エリアの
設定を明確にしておく必要があると思われま
す。
・フローチャートの通りに診療していく場
合、4時間以内の嘔吐の確認方法の時にどこを
起点にするのか、認識しておく必要がありま
す。
・受講者の多くが拠点病院からであり、WBCを
保有している施設等も含まれるため、内部被
ばくのチェックの鼻腔検査が陽性であった場
合、その後のWBC、バイオアッセイの実施方法
についても説明や確認することが必要だと思
われます。
・さらにはARSの場合の染色体分析の試料採取
のタイミングなど、被ばく医療独特の検査に
ついてはこの研修で習得してもらう必要があ
るので、実習でも取り入れておくことが望ま
しいと思われます。
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令和 5年度 第 2回 

原子力災害医療研修「中核人材研修」受講者アンケート集計 

 

今後更に充実した研修するためにアンケートにご協力をお願いします。 

１．今回の研修は平日の３日間でしたが、開催日についてご意見をお聞かせください。(複数回答あり) 

（11名） 平日が良い。1 

（ 1名）  土曜日を含めるのが良い。（木・金・土） 

（ 1名） 日曜日を含めるのが良い。（日・月・火） 

（ 0名） 土・日を含めるのが良い。（金・土・日 又は 土・日・月） 

  （ 1名） その他  今回のように土日祝日につながる日程だと遠方から福井に来た方が、 

観光などに時間を使えるのではと思った。 

 

２．１日目の講義について感想をご記入下さい。 

 ①講義１「医療機関の原子力災害対策」 

 ②講義２「医療機関での初期対応」 

 ③講義３「放射線障害の診断と治療」 

 ④講義４「外部被ばくと内部被ばくの線量評価」 

 ⑤講義５「原子力災害時のメンタルヘルス」 

 ⑥講義６「放射線管理要員の役割」 

 ⑦講義７「原子力災害事例」 

 特別講義 

 

３．２日目の実習について感想をご記入下さい。      提出されたアンケートをご参照下さい 

 ①実習１「放射線測定器の取り扱い」 

 ②実習６「傷病者の汚染検査」 

 ③実習２「WBCによる計測」 

 ④実習５「除染」 

 ⑤机上演習 

 

４．３日目の実習について感想をご記入下さい。 

 ①実習４「医療設備の養生」 

 ②実習３「防護装備着脱」（デモを含めて） 

 ③実習７「被ばく・汚染傷病者対応」 

 

以下は、提出されたアンケートから抜粋しました 

５．３日間の研修全体を通しての感想をご記入下さい。 
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 ・多くのスタッフに支えられている研修だと思った。 

・３日間とても充実し勉強になりました。今後も参加したいと思った。 

・もっと学びたいこと（傷病者の対応も複数の時は  ） 

・非常に充実した時間の中で理解を深めることが出来ました。 

・前半の講義では質問する機会（時間）が無かったので、講義の最後の数分くらいにそのような時間

があればいいかと思いました。 

・とても良かった。 

・全国からの研修者とともに被ばく医療の実習を経験する中で、新たな知識や経験が得られたととも

に、非医療従事者としての自分の災害医療部での立ち回りを考える良い機会となった。 

・純粋に研修そのものを楽しむことができ、机上演習などでディスカッションもでき、他の参加者の

考えを知れたことは、これからの自分にとって大きな財産になると思う。 

・最後に、今回の研修プログラムを組んだ高度被ばく医療支援センターの皆様、救急部の皆様、放射

線部の皆様、看護部の皆様、他の皆様に心から御礼申し上げたい。 

・難しい研修だったと思うが他職種の人との関りがあって、いろんな意見や経験を聞くことができて

良い研修になった。 

・スタッフの皆さんがアットホームな雰囲気で大変楽しく実習ができました。 

・駅までの送迎、大変に有難かったです。 

・コロナか福島での経験をもっと語ってくれるとイメージがわきやすいのではないか。 

・至れり尽くせりの講習でありがとうございました。 

・Dr.Ns.だけでなく事務の方々、関わってくださった全ての皆さんのチームワークがとても素晴らし

かったです。 

・講義、実習をスムーズに受けられるように準備・案内・後片付けまで手際良くて、とても学び深い

研修になりました。ありがとうございました。 
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